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　１２月５日～２２日、平成１８年第４回議会定例会を開き、人事１、条例改正８、 

専決処分報告１、規約改正等６、平成１８年度補正予算３、平成１７年度決算６、 

工事請負契約締結１など２８議案を審議・決定しました。 

　その他、国に対する意見書１件を採択しました。 

意
見
書
を
採
択 

国
に
対
す
る 

●12月議会開かれる● 

12月議会開かれる 12月議会開かれる 

 

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
　 

　
近
年
、森
林
の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、国
土
の
保
全
、水
資
源
の

涵
養
、自
然
環
境
の
保
持
な
ど
「
森
林
の
公
益
的
機
能
」
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、地
球
温

暖
化
防
止
に
か
か
る
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
計
画
で
は
、我
が

国
に
課
せ
ら
れ
た
CO
削
減
目
標
6
％
の
う
ち
3.8
％
を
森
林
の
吸
収

に
よ
り
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。 

　
そ
の
た
め
、森
林
と
共
に
暮
ら
し
、森
林
を
熟
知
す
る
行
政
と
し

て
の
市
町
村
が
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、森
林
を
守
っ

て
い
く
べ
き
山
村
市
町
村
は
、過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
に
悩
み
、加

え
て
今
日
の
危
機
的
な
財
政
状
況
か
ら
、今
後
と
も
継
続
的
に
森

林
を
守
る
役
割
を
担
う
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
る
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、世
界
に
例
を
見
な
い
緑
豊
か
な
森

林
、生
命
の
源
で
あ
る
水
を
育
み
、大
気
を
浄
化
す
る
と
と
も
に
、

災
害
か
ら
国
土
を
守
る
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
の
森
林

を
維
持
、保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、山
村
地
域
の
住
民
や
自
治
体

の
み
な
ら
ず
、都
市
部
や
海
辺
の
地
域
の
住
民
や
自
治
体
も
一
緒
に

な
っ
て
「
森
林
・
山
村
を
育
て
、水
や
空
気
を
守
っ
て
い
く
」
と
い
う

国
民
的
な
認
識
と
森
林
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
気

運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

　
つ
い
て
は
、森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に
対
す
る
新
税
と
し
て
「
全

国
森
林
環
境
税
」
を
早
急
に
創
設
し
、森
林
を
有
す
る
山
村
地
域

の
市
町
村
が
森
林
の
維
持
、育
成
の
た
め
の
財
源
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、意
見
書
を
提
出
す
る
。 
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●一般質問● 

舩
渡
　
洋
子
議 

員 
7議員が一般質問に立つ 12月定例議会 

一
　
般
　
質
　
問 

鍔
本
　
規
之
　 

 
 

 

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
適
切
な
運

動
、
調
和
の
と
れ
た
食
事
、
十
分

な
休
養
・
睡
眠
が
大
切
で
す
が
、

近
年
、｢

よ
く
体
を
動
か
し
、
よ
く

食
べ
、
よ
く
眠
る｣

と
い
う
成
長
期

の
子
ど
も
に
と
っ
て
当
た
り
前
で

必
要
不
可
欠
な
基
本
的
習
慣
が
大

き
く
乱
れ
、
そ
れ
が
学
習
意
欲
や

体
力
、
気
力
の
低
下
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
実
、
毎
日
朝
食
を
と
る
子
ど
も

ほ
ど
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
得
点
が

高
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
不
規
則
な

生
活
に
起
因
す
る
少
年
非
行
化
も

深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。 

 

 
 

 

　
　
　
　
　
　
高
橋
・
教
育
長 

　
こ
の
運
動
は
、
子
ど
も
を
健
や

か
に
、
た
く
ま
し
く
育
成
し
て
い

く
た
め
に
大
切
な
事
と
と
ら
え
て

い
ま
す
。
今
後｢

本
巣
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議｣

で
も
、｢

早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん｣

と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
ま
す
。 

  

　
市
の
発
展
に
伴
い
交
通
事
情
が

良
く
な
っ
て
い
る
の
は
好
ま
し
い

の
で
す
が
、
そ
の
結
果
交
通
量
が

増
え
通
学
時
に
大
変
危
険
な
状
況

で
す
。
見
直
し
は
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
ま
た｢

子
ど
も
１
１
０
番
の
家｣

の
実
態
は
。 

 
  

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
・
教
育
長 

　
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
交
通

事
情
や
危
険
箇
所
な
ど
の
情
報
を

得
て
、
教
職
員
が
通
学
路
を
子
ど

も
と
共
に
歩
い
て
確
認
し
実
情
を

確
か
め
検
討
し
て
い
ま
す
。 

　｢

子
ど
も
１
１
０
番
の
家｣

は
市

内
に
３
６
３
軒
あ
り
、
９
月
に
小

学
校
区
の｢

子
ど
も
１
１
０
番
の
家｣

を
掲
載
し
た
通
学
路
マ
ッ
プ
を
各

小
学
校
や
自
治
会
長
に
配
布
し
、

確
認
し
あ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

①
長
屋
の
土
地
は
、
な
ぜ
旧
糸
貫 

　
町
名
義
な
の
か 

②
市
は
使
用
料
、
ま
た
は
税
等
の

　
徴
収
を
な
ぜ
し
て
い
な
か
っ
た

　
の
か 

③
合
併
の
１
日
前
に
買
収
す
る
こ

　
と
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

　
た
理
由
は 

④
地
権
者
で
も
な
い
議
員
が
売
る

　
側
の
代
表
者
で
あ
る
理
由
は 

⑤
平
成
16
年
1
月
30
日
に
旧
糸
貫

　
町
長
と
「
糸
貫
川
共
有
地
廃
川

　
地
組
合
、
組
合
長
」
と
が
買
収

　
価
格
を
坪
５
万
円
と
し
た
理
由

　
は 

⑥
「
中
島
土
地
利
用
組
合
」
の
土

　
地
も
買
収
価
格
、
坪
５
万
円
と

　
し
た
経
緯
は 

  

内
藤
・
市
長 

①
岐
阜
県
か
ら
本
巣
郡
総
合
開
発

　
公
社
に
無
償
譲
渡
の
後
、
本
巣

　
郡
総
合
開
発
公
社
よ
り
、
旧
糸

　
貫
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
昭
和

　
49
年
11
月
26
日
の
糸
貫
町
議
会

　
臨
時
会
に
、
「
糸
貫
町
財
産
の

　
取
得
に
つ
い
て
」
を
上
程
し
、

　
「
長
屋
に
お
い
て
受
け
入
れ
体

　
制
が
整
っ
た
時
に
無
償
譲
渡
す

　
る
」
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

②
固
定
資
産
税
ま
た
は
使
用
料
の 

　
徴
収
が
さ
れ
て
い
な
い
状
態
が

　
続
い
て
い
ま
す
。
申
し
訳
な
く
、

　
今
後
は
法
律
の
専
門
家
や
関
係

　
機
関
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、 

　
早
急
に
検
討
し
ま
す
。 

③
新
市
の
事
業
と
し
て
引
き
継
い

　
で
い
く
た
め
、
全
員
協
議
会
で
、

　
十
分
論
議
し
理
解
を
得
ま
し
た
。 

④
長
屋
地
区
の
耕
作
者
等
で
組
織

　
す
る
組
合
員
の
組
合
の
代
表
者

　
と
し
て
選
出
さ
れ
た
も
の
。 

⑤
過
去
の
用
地
交
渉
に
お
い
て
、

　
坪
９
万
円
を
提
示
し
て
い
た
が

　
不
動
産
鑑
定
価
格
等
総
合
的
に

　
参
酌
し
た
結
果
、
地
元
組
合
と

　
度
重
な
る
協
議
を
進
め
、
平
成

　
16
年
1
月
28
日
の
全
員
協
議
会

　
で
了
解
を
得
、
「
覚
書
」
を
締

　
結
し
ま
し
た
。 

⑥
中
島
土
地
組
合
の
買
収
地
は
、

　
一
体
的
に
有
効
活
用
す
る
た
め
、

　
同
額
と
し
ま
し
た
。 

 

 

  

 
 

  

内
藤
・
市
長 

長
屋
の
用
地
問
題
は
 

も
と
バ
ス
の
使
命
は
終
わ
っ
た
と 

思
わ
れ
る
が
い
つ
ま
で
走
ら
せ
る 

の
で
す
か
。 

過
去
の
経
緯
を
経
て
引
き
継
ぎ
ま
し
た 

「
も
と
バ
ス
利
用
市
民
会
議
」
な
ど 

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、検 

討
し
ま
す
。 

｢

学
校
便
り｣

や｢

保
健
便
り｣

で 

生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を 

必
要
と
あ
れ
ば
そ
の
都
度
改
善 

し
て
い
ま
す 

 

｢

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん 

運
動｣

の
推
進
は 

 

通
学
路
の
安
全
点
検
は 
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橋
　
勝
美
議 

員 

 
　
第
３
セ
ク
タ
ー
樽
見
鉄
道
の
上

半
期
決
算
が
４
５
０
０
万
円
の
赤

字
に
な
っ
て
い
る
が
、
モ
レ
ラ
岐

阜
駅
の
効
果
は
。
ま
た
、
経
費
の

削
減
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す

か
。 

　
今
後
の
経
営
改
善
は
ど
の
よ
う

に
し
ま
す
か
。 

 

　 

　
　
　
内
藤
・
市
長 

　
１
点
目
は
、
４
月
２１
日
の
開
業

以
来
、
１１
月
末
現
在
で
９
万
６
８

１
２
人
、
１
日
平
均
４
３
２
人
、

休
日
の
平
均
は
６
３
６
人
と
な
っ

て
お
り
、
当
初
の
新
駅
設
置
計
画

の
年
間
利
用
人
員
７
万
３
０
０
０

人
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
、
樽
見
鉄
道
経
営
改

善
計
画
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
上
半
期
の
削
減
額
は
約
９
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
度
か
ら
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
〜
１８
年
度
の
経

営
状
況
を
確
認
し
た
後
、
こ
の
２

カ
年
分
に
つ
い
て
、
樽
見
鉄
道
が

提
出
し
た
「
樽
見
鉄
道
経
営
改
善

計
画
」
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
否

か
で
、
支
援
の
継
続
が
決
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
１２

月
ま
で
に
は
み
な
さ
ん
に
報
告
が

で
き
る
予
定
で
す
。 

 

　
　 

　
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
い
じ
め
の
、
市
の
実
態
は
ど
う

で
す
か
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
の

方
針
・
対
応
は
。 

   

　
　
高
橋
・
教
育
長 

　
11
月
ま
で
に
４
件
（
文
科
省
基

準
）
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
い
じ

め
に
つ
な
が
る
要
因
の
把
握
と
、

「
指
導
の
手
引
き
」
を
配
付
し
全

校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

  

　
　 

 

　
　
堀
部
・
教
委
事
務
局
長 

　
　
　
　
　
藤
原
・
林
政
部
長 

　
標
柱
・
案
内
看
板
の
設
置
を
進

め
ま
す
。
 

歩
道
の
設
置
は
理
解
で
き
る
の
で
、

他
の
部
局
と
相
談
し
ま
す
。
 

 

 

　
利
用
増
の
た
め
、
利
用
対
象
者

の
生
の
声
を
聴
き
、
も
っ
と
利
用

し
や
い
よ
う
に
改
善
を
。 

 

 

　
　
高
木
・
助
役 

　
市
民
会
議
に
方
法
等
を
諮
り
、

進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 

  

　
市
内
の
保
育
園
・
幼
児
園
は
、

老
朽
化
や
狭
隘
化
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
問
題
で
あ
り
、
最
優
先

課
題
と
し
て
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
は
。
 

   

　
　
島
田
・
健
康
福
祉
部
長 

  

 

 

 

　
　
服
部
・
産
業
建
設
部
長 

鵜
飼
　
静
雄
議 

員 

モレラ岐阜駅 

「
経
営
改
善
計
画
」
に
沿
っ
て 

 

樽
見
鉄
道
の
経
営
改
善
は 

 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が
有
効 

 

歩
道
の
設
置
を
相
談 

 

全
校
体
制
で
取
り
組
み 

保
育
園
・
幼
児
園
の
整
備
を 

最
優
先
課
題
に 

優
先
的
課
題
と
し
て
積
極
的
に 

取
り
組
み
ま
す 

 

全
国
の
例
を
調
査
し
、
農
業
委 

員
会
と
も
相
談
し
ま
す 

農
用
地
の
保
全
策
を 

乙
姫
の
滝
へ
の
道
を 

も
と
バ
ス
を
利
用
し
や
す
く 

い
じ
め
の
実
態
と
対
応
は 
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安
藤
　
重
夫
議 

員 

一
　
般
　
質
　
問 

　 　
市
民
よ
り
総
合
斎
場
の
建
設
を

望
む
声
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

南
北
に
広
い
本
市
は
、
地
域
に
よ

っ
て
事
情
は
異
な
る
が
北
部
へ
進

む
に
つ
れ
利
便
性
も
悪
く
、
現
在

あ
る
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
火

葬
場
は
高
齢
化
と
戸
数
の
減
少
に

よ
り
、
維
持
に
た
い
へ
ん
苦
労
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
自
治

会
で
は
葬
儀
の
運
営
に
も
苦
慮
し

て
お
り
、
近
い
将
来
自
分
達
だ
け

で
は
、
葬
儀
が
で
き
な
い
こ
と
を

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

年
寄
り
の
方
よ
り
、
早
く
椅
子
に

座
っ
て
で
き
る
施
設
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
の
、
切
実
な
要
望
が
あ
り

ま
す
。
近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に

も
対
応
し
、
動
物
炉
も
併
設
し
た

火
葬
場
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
等

が
一
体
と
な
っ
た
総
合
斎
場
の
建

設
に
民
間
事
業
者
も
交
え
、
早
期

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
市
長
の
見
解
は
。 

  

内
藤
・
市
長 

　
当
面
、
既
存
施
設
の
適
正
運
営

を
推
進
し
つ
つ
新
た
に
総
合
的
な

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
現

在
隣
接
市
町
の
調
査
、
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
投
資
効
率
を
考
慮
し

隣
接
自
治
体
と
の
共
同
化
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
。
建
設
場
所
等
が
一
番
難
し
い

問
題
で
あ
り
今
後
、
関
係
機
関
に

提
案
し
つ
つ
、
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

　
真
正
地
区
を
東
西
に
走
る
軌
道

は
当
時
の
ま
ま
で
、
１４
ヶ
所
の
踏

切
が
あ
り
、
軌
道
と
道
路
の
レ
ベ

ル
が
最
大
６
０
０
ミ
リ
の
段
差
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
車
の
安
全

走
行
上
、
ま
た
、
深
夜
、
段
差
に

よ
る
騒
音
に
市
民
は
困
っ
て
い
ま

す
。
１０
ヶ
所
の
踏
切
の
フ
ラ
ッ
ト

化
と
4
ヶ
所
の
峡
間
踏
切
の
開
放

を
名
鉄
と
早
急
に
協
議
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
は
。 

  

高
木
・  

助
役 

　
旧
名
鉄
３
線
に
つ
き
ま
し
て
は

「
岐
阜
地
域
公
共
交
通
等
調
査
検

討
協
議
会
」
に
お
い
て
、
踏
切
の

復
旧
工
事
の
時
期
や
軌
道
敷
の
購

入
等
も
含
め
、
今
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
方
向
性
を
示
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
協
議
会
に

お
い
て
方
針
が
示
さ
れ
た
後
、
市

と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
ま
す
。 

 

　
現
在
プ
ー
ル
開
き
前
に
児
童
、生

徒
、先
生
に
よ
る
ブ
ラ
シ
清
掃
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、Ｅ
Ｍ
菌
の
使
用
に

よ
り
清
掃
が
軽
減
さ
れ
、環
境
に
や

さ
し
く
、下
流
域
へ
の
安
全
が
は
か

ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
環
境
教
育
に
役
立
つ
の

で
は
。
 

 　 

堀
部
・
教
育
委
事
務
局
長 

　
Ｅ
Ｍ
菌
使
用
の
プ
ー
ル
掃
除
等

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
「
環
境
教

育
」
の
一
環
と
し
て
、
体
験
を
通

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
、
今
後
、
実
施
可
能
な
学
校

に
つ
い
て
は
、
家
庭
の
理
解
・
協

力
を
得
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

※
Ｅ
Ｍ
菌
 

　
乳
酸
菌
や
酵
母
な
ど
微
生
物
を
共
存
さ
せ
た

複
合
培
養
液
。土
壌
蘇
生
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
 

黒
田
　
芳
弘
議 

員 

隣
接
自
治
体
と
の
共
同
化
も
視 

野
に
入
れ
進
め
ま
す 

 
市
営
斎
場
の
建
設
推
進
を 

 

協
議
会
の
方
針
が
示
さ
れ
た
後 

に
対
応 

 

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
取
り
組 

み
を 

 

旧
名
鉄
揖
斐
線
踏
切
の
フ
ラ
ッ 

ト
化
と
開
放
を 

小
中
学
校
の
プ
ー
ル
水
管
理 
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若
原
　
敏
郎
議 

員 

  
　
地
方
分
権
の
推
進
に
対
応
し
、

事
務
の
合
理
化
・
施
設
統
合
に
よ

る
経
費
削
減
は
、
健
全
な
財
政
運

営
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

　
本
庁
舎
と
3
分
庁
舎
に
か
か
る

修
繕
費
・
施
設
管
理
費
は
、
非
効

率
で
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早

急
に
検
討
・
議
論
の
時
期
で
は
。 

 

　
内
藤
・
市
長 

　
今
後
5
年
間
程
で
、
施
設
管
理

費
と
し
て
空
調
設
備
・
耐
震
補
強

等
の
大
規
模
修
繕
が
必
要
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
市
議
会
及
び
識
見
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
早
急
に
進

め
て
い
き
た
い
。 

  　
本
市
南
部
は
商
業
集
積
地
が
県

道
岐
阜
関
ケ
原
線
を
軸
に
拡
大
し

て
お
り
、
交
通
量
も
増
大
し
て
い

ま
す
。 

　
市
・
県
関
係
の
生
活
道
路
の
再

点
検
と
整
備
計
画
は
ど
う
で
す
か
。 

 

  

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
道
路

整
備
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
の

が
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
期

の
整
備
を
県
に
対
し
て
積
極
的
に

要
望
し
、
市
道
に
お
い
て
も
計
画

的
に
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

  
　
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
市
全

体
の
イ
ベ
ン
ト
、
更
に
今
年
度
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
商
工
会
の
「
も

と
す
産
業
祭
」
、
補
助
金
の
額
と

開
催
地
の
バ
ラ
ン
ス
を
更
に
見
直

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。 

 
内
藤
・
市
長 

　
限
り
あ
る
財
源
の
中
で
効
率
的

で
簡
素
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る

中
で
、
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
尊

重
し
つ
つ
、
今
後
と
も
内
容
や
運

営
方
法
を
見
直
す
な
ど
イ
ベ
ン
ト

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

提案理由 
　糸貫川多目的広場（1工区）整備工事について、請負契約を締結するにあたり、本巣市議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（平成16年本巣市条例48号）
第2条の規定に基づき、議会の議決を経ようとする。 

完 成  
契約金額 
施工業者 

平成19年3月26日 
1億5114万7千5百円 
本巣市仏生寺639番地2　　株式会社  堀部工務店 

工事請負締結について（全員賛成） 

糸貫川スタジアム 

富有柿の里 

工事箇所 

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
ま
す 

 
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す 

 

積
極
的
に
要
望
し
、
計
画
的
に 

進
め
ま
す 

 

イ
ベ
ン
ト
の
再
考
を 

県
道
・
市
道
の
整
備
は
 

分
庁
舎
方
式
は
こ
の
ま
ま
継 

続
か 
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委員会活動 

常任委員会 
文教福祉 
常任委員会 
（12月11日） 

文教福祉 審査付託議案 

協議付託議案　 

協議議案　 

　　学校給食費の滞納者は何人か。また、徴収の方法は。 

　　平成10年度より延べ216人。通知・電話・訪問等に努めています。 

１７年度一般会計歳入歳出決算　（関係部分） 

　　克雪対策事業で間伐材の利用促進の周知を。 

　　市の広報等で周知します。 

　　妊婦に対する健康相談の状況は。 

　　安産学級、マタニティスクール等できめ細かく指導しています。 

１８年度一般会計補正予算　（関係部分） 
 

１.特定の事務の郵便局における取扱いに関する規約 

　　 郵便局の業務が中止になった場合の対応は。 

　　 連絡会議を設けており、そのなかで対処する。 

２.17年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

　　 一般会計から１億1700万円の繰り入れは適切か。 

　　　　　　　　　　　　　　　　適切ではないが現状では繰り入れがないと維持できません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　根尾診療所が入院をやめ、外来診療の充実を図っているがその効果は。 

　　　　　　　　　　　　　　　　利用率は前年比105．2％です。 

３.１７年度老人保健医療特別会計歳入歳出決算 

　　　後期高齢者医療広域連合の設置について本市の関わりは。 

　　 現在加入されている方は７５歳になるとこの制度に移行します。 

 

全員賛成 

 

全員賛成 

 

全員賛成 
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常任委員会 
総務企画 
常任委員会 
（12月8日） 

総務企画 審議付託議案 

協議付託議案　 

３．消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

４．消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例の一部を改正する条例  　 

５．消防組織法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例　 

６．計画審議会条例の一部を改正する条例　　 

 

　市税不納欠損及び、差し押えの状況は。 
　不動産の差し押えを行っている。預金は滞納金に充当している。 
　防災マップによると、近くに避難所があるのに、遠くに行かなければならないが。商業施設等の利用は。 
　商業施設を避難所にするのは難しい。 
　一丸ファルコス（株）等の工場については市が入って覚書等を締結している。 

１７年度一般会計歳入歳出決算　（関係部分） 

協議議案 

１８年度一般会計補正予算　（関係部分） 

議会関係 

公共交通機関について、閉会中の継続審査を決めました。 

議会だより 2007年2月1日発行　第13号 本 巣 市 
●委員会活動● 

１．市役所支所設置条例の一部を改正する条例　 
　　 地元自治会に説明は。 
　　 本巣地域自治会長会で地元自治会長に説明し、今後も基幹集落 
　　 センターで行う予定。　　 

２．職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 　 

 

賛成多数 

 

 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

委員会活動 

議
会
議
員 

活
動
日
誌 

場
　
所 

日    

時 

行
政
改
革
検
討
特
別
委
員
会
 

 議
会
運
営
委
員
会
 

 高
山
市
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典
 

 も
と
す
織
部
祭
り
・
産
業
祭
 

 「
本
巣
市
民
文
化
ホ
ー
ル
　
自
主
事
業
 

 
真
桑
文
楽
上
演
」
 

 み
ず
ほ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
6
 

 功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
 

 議
会
運
営
委
員
会
 

 中
濃
十
市
議
会
議
員
研
修
会
 

 滋
賀
県
湖
南
市
議
会
行
政
視
察
 

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
） 

 総
務
企
画
委
員
会
協
議
会
 

 文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会
 

 ポ
ッ
ポ
の
家
創
立
 
周
年
記
念
式
典
 

 も
と
す
産
業
祭
 

 議
会
全
員
協
議
会
 

 議
会
招
集
告
示
 

 議
会
運
営
委
員
会
 

     

    高
山
市
民
 

文
化
会
館
 

本
庁
舎
前
 

多
目
的
広
場
 

市
民
文
化
 

ホ
ー
ル
 

 瑞
穂
市
役
所
 

巣
南
庁
舎
 

    各
務
原
市
 

文
化
ホ
ー
ル
 

糸
貫
分
庁
舎
 

    真
正
分
庁
舎
 

 岐
阜
市
北
部
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
 

モ
レ
ラ
北
広
場
 

           

  11
月
 

1
日（
水
） 

    11
月
 

5
日（
日
） 

   11
月
 

7
日（
火
） 

 11
月
 

14
日（
火
） 

 11
月
 

15
日（
水
） 

 11
月
 

16
日（
木
） 

11
月
 

17
日（
金
） 

11
月
 

18
日（
土
） 

11
月
 

19
日（
日
） 

11
月
 

21
日（
火
） 

11
月
 

28
日（
火
） 

11
月
 

29
日（
水
） 

    

7030
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審査付託議案 

協議付託議案　 

協議議案　 

　委託先が県の外郭団体に偏っているが、決まっているような形態でよいのか。 

　可能な限り地域業者の活用を図りたい。 

　不要額について、一定額以上のものは、資料を提供してほしい。 

　各部での予算30％かつ20万円を超えるものは、資料の提供を検討したい。 

　猿の被害対策について。 

　来年度猿追い犬等による実証実験を地域の協力を得て行いたい。 

　新設道路で、交通弱者対応に不備な部分がある。 

　再検討していきたい。 

 

　市道の行き止まりは基本的に好ましくないが。 

　延長55ｍ以上は回転場を設けることになっています。 

 

１.農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 

２.法定外公共物管理条例の一部を改正する条例  

３.市道路線の認定 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

４.１７年度簡易水道特別会計歳入歳出決算 

５.１７年度農業集落排水特別会計歳入歳出決算  

６.１７年度公共下水道特別会計歳入歳出決算 

１７年度一般会計歳入歳出決算　（関係部分） 

１.１８年度一般会計補正予算　（関係部分） 

２.１８年度水道事業会計補正予算 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

常任委員会 
産業建設 
常任委員会 
（12月12日） 

産業建設 

     大
会
「
議
会
の
責
任
」
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

若
者
の
出
会
い
と
交
流
の
集
い
 

 定
例
会
1
日
目
 

 議
会
運
営
委
員
会
 

 議
会
全
員
協
議
会
 

 総
務
企
画
委
員
会
 

 文
教
福
祉
委
員
会
 

 産
業
建
設
委
員
会
 

 議
会
全
員
協
議
会
 

 定
例
会
2
日
目
 

 議
会
運
営
委
員
会
 

 定
例
会
最
終
日
 

 成
人
式
 

 消
防
出
初
め
式
 

 第
1
回
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

 も
と
す
広
域
連
合
議
会
 

老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会
 

第
2
回
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

 第
 
回
大
野
橋
駅
伝
競
走
大
会
 

 第
１
回
臨
時
会
 

 議
会
全
員
協
議
会
 

 第
3
回
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
 

   

     岐
阜
グ
ラ
ン
ド
 

ホ
テ
ル
 

モ
レ
ラ
岐
阜
 

１
Ｆ
ホ
ー
ル
 

        真
正
分
庁
舎
 

 糸
貫
分
庁
舎
 

         市
民
文
化
 

ホ
ー
ル
 

    大
和
園
 

   

       12
月
 

2
日（
土
） 

 12
月
 

5
日（
火
） 

 12
月
 

6
日（
水
） 

12
月
 

8
日（
金
） 

12
月
 

11
日（
月
） 

12
月
 

12
日（
火
） 

12
月
 

15
日（
金
） 

 12
月
 

19
日（
火
） 

 12
月
 

22
日（
金
） 

 1
月
 

7
日（
日
） 

 1
月
 

9
日（
火
） 

1
月
 

11
日（
木
） 

1
月
 

16
日（
火
） 

1
月
 

21
日（
日
） 

  1
月
 

22
日（
月
） 

44
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算 な ど 決 ま る 

議会だより 2007年2月1日発行　第13号 本 巣 市 
●18年度補正予算決まる● 

 

◎ 専決処分（全員賛成） 
　 ○手数料徴収条例の一部改正 

◎ 人権擁護委員候補者の推薦（全員賛成） 
　　　本巣市軽海　堀　美智子氏   

◎ 市役所支所設置条例の一部改正（賛成多数） 
　 　 行政改革大綱及び実施計画に基づき、外山連絡所を平成19年3月31日をもって廃止。 

◎ 職員の勤務時間、休憩等に関する条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 計画審議会条例の一部改正（賛成多数） 

◎ 消防団員等公務災害補償条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 岐阜県後期高齢者医療広域連合の設置（賛成多数） 

◎ 特定の事務の郵便局における取扱いに関する規約（賛成多数） 

◎ 消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条例の一部改正（全員賛成）　 

◎ 消防組織法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例（全員賛成） 

◎ 農業集落排水処理施設条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 法定外公共物管理条例の一部改正（全員賛成） 

◎ 本巣消防事務組合規約の一部改正（全員賛成） 

◎ もとす広域連合規約の変更（全員賛成） 

◎ 岐阜地域広域市町村圏協議会規約の変更に関する協議（全員賛成） 

◎ 岐阜地域肢体不自由児母子通園施設組合規約の変更（全員賛成） 

◎ 西濃環境整備組合規約の変更（全員賛成） 

◎ 市道路線の認定（全員賛成）  

認定議案  

　 平成17年度一般会計歳入歳出決算（賛成多数） 

　 平成17年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算（全員賛成） 

　 平成17年度老人保健医療特別会計歳入歳出決算（全員賛成） 

　 平成17年度簡易水道特別会計歳入歳出決算（全員賛成） 

　 平成17年度農業集落排水特別会計歳入歳出決算（全員賛成） 

　 平成17年度公共下水道特別会計歳入歳出決算（全員賛成） 

◎ 工事請負契約締結（全員賛成） 
　 糸貫川多目的広場（1工区）整備工事 

 

 

　糸貫川多目的広場工事現場 



18 年 度 補 正 予 
◎一般会計補正予算・・・957万8千円（賛成多数） 

主な内容 

議会だより 2007年2月1日発行　第13号 本 巣 市 
●18年度補正予算決まる● 

◎ その他の補正予算 

事 業 勘 定  
施 設 勘 定  

収益的勘定 
 
資本的勘定 

 
 
収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 
 
 

国民健康保険特別会計 
 
 
水道事業会計 

　　0円 
△８００万円 

0円 
0円 

４８０万円 
９７６万５千円 

◎ 歳　　入 
国庫支出金 
児童福祉費負担金　制度改正による対象者の区分変更等による減額 
　 
県支出金 
児童福祉費負担金　制度改正による対象者の区分変更等による減額 
　 
総務費県補助金 
市町村振興補助金　花とほたるまつり等のイベント補助金 
　 
不動産売払収入 
土地売払代金 
　 
雑入 
前年度介護給付費市町村負担金精算金 

△１５６２万５千円 
 
　 

△９９５万９千円 
 
　 

９０８万４千円 
 
　 

１４５１万５千円 
 
　 

１１４１万９千円 

◎ 歳　　出 
財政調整基金費 
　 
福祉医療費 
重度心身障害者医療費　１０８５万５千円等 
　 
児童手当費 
児童手当扶助費　△３３４８万５千円等 
　 
診療所費 
国民健康保険特別会計（施設勘定）繰出金 
　 
道路新設改良費 
西部連絡道路整備事業等 
 

△２０００万円 
　 

１３７７万円 
 
　 

△３３２６万７千円 
 
　 

９００万円　　　　　　　　　 
 
　 

４３９７万６千円　　　　　　　　　 
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今議会で決まった主な議案をお知らせします 

　西部連絡道路工事現場 



ボランティアを募っています。 ボランティアを募っています。 
 問い合わせ先　しんせいほんの森 
〒501-9465　本巣市軽海４２４番地 

tel（058）323-5757 
http://www.library.ne.jp/motosu 

 

　 

議会だより 2007年2月1日発行　第13号 本 巣 市 
●市民の活動広場● 

12

◎村瀬明義　 ○臼井悦子　 遠山利美 　舩渡洋子 　黒田芳弘 

※表紙の写真は、昨年の「樽見の十一日祭」の様子。今年は２月２８日（水）に開催されます。 

おはなしひろば 

おはなしムクムク 

活 動 内 容 

場所 
時 間 
内 容 

しんせいほんの森、おはなしコーナー 
毎週日曜日 午後2時から 
小学生2年生くらいまでを対象としたおはなし会です。 
絵本の読み聞かせや紙芝居等30分程度行います。 
 

場 所 
時 間 
内 容 

しんせいほんの森、多目的室 
毎月第4木曜日 午前10時30分から 
0～2歳を対象とするおはなし会です。 
手遊びや工作等を行います。 
 


